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NP3253神経を不活性化した個体か
ら A. persiciを単離し、腸内細菌叢
を A. persiciで単一化したノトバイ
オート個体を作成した。その結果、
単一菌種からなる腸内細菌叢を持つ
個体においても、NP3253神経の不
活性化により、腸内A. persici細菌量
が増加することが明らかとなった。

Inactivation of the NP3253 neuron 
increased the amount of A. persici
bacteria in the gut, even in 
individuals with a gut microbiota 
consisting of a single species. コントロール
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NP3253神経の阻害によりノトバ
イオート個体の生存率が低下し、
NP3253神経が、単一の腸内細菌
のみを有する場合でも、その腸内
細菌の量的な制御に関わり、腸内
細菌に対する抵抗性の発現に関わ
る事が示唆された。

NP3253 neurons are involved in 
quantitative control of the gut 
bacteria and in the resistance to 
the gut bacteria, even in 
individuals with a gut microbiota 
consisting of a single species.
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